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図1．入力を接続した簡易ブロック図

LTC®1851は新しい12ビット、1.25MspsのADCで、8
チャネル入力マルチプレクサ、利得をプログラム可能なサ
ンプル＆ホールド、およびリファレンスを内蔵していま
す。このデザインノートでは、LTC1851の斬新な機能で
あるプログラマブル・シーケンサについて説明します。こ
のシーケンサは入力マルチプレクサとサンプル＆ホールド
を自動制御することができます。

新型ADCによる、スパンとサンプリング・レートの異なる
マルチ入力の自動変換
次のような入力を備えた仮想アプリケーションについて考え
てみましょう。入力Aの範囲は0V～4.096Vで、400ksps
でサンプリングする必要があります。入力Bは400kspsで
サンプリングする必要があり、範囲は0V～2.048Vです。
入力Cの範囲は2.5Vを中心に±2.048Vで、200kspsでサ
ンプリングする必要があります。入力Dは100kspsでサン
プリングする必要があり、範囲は±1.024Vで、コモンモー
ドが2Vの真の差動入力です。入力Eは100kspsでサンプリ
ングする必要があり、範囲は1V～3.048Vです。つまり、
シングルエンドと差動の両方があり、ユニポーラとバイ
ポーラの入力があり、2つの異なったスパンがあり、さら
に異なったサンプリング・レートが必要です。

これを解決するにはLTC1851のシーケンサを使います。
これを使うと、最大16の独立したマルチプレクサ・アドレ
スと設定条件の繰り返しパターンをプログラムし、必要に
応じてLTC1851のバンド幅に割り当てることができま

す。LTC1851は簡単にプログラムでき、これらの5つの入
力すべてを連続して自動的に読み込むことができます。

表1に12ステップのシーケンスを示します。このシーケンス
では、入力Aを3回に1回サンプリングし、入力Bも3回に1
回、入力Cは6回に1回、入力Dと入力Eは12回に1回それぞ
れサンプリングします。その結果、実効サンプリング・レー
トは入力Aと入力Bの場合は1.25Msps • 4/12 = 416.67ksps
となり、入力Cの場合は208.33kspsとなり、入力Dと入力
Eの場合は104.167kspsとなります。LTC1851はチャネル
の選択と入力の構成設定を処理し、変換実行時には自動的
にこれらの12ステップを順に繰り返し実行します。

シーケンサの書き込みと読み出し
シーケンサに書き込むには、RDを”H”にして、M0を”L”にし
ます（図2を参照）。WRの立下りエッジにより、構成制御入力
（DIFF、A2、A1、A0、UNI/BIP、およびPGA）が有効にな
り、立上りエッジにより、データがラッチされて次のロケー
ションに進みます。後に続くWRの”L”パルスにより、最大16
のロケーションに書き込みが行われます。必要な最後のロ
ケーションへの書き込みが終ったら、M0を”H”にします。

シーケンスが正しくプログラムされたことを確認するため
に、シーケンサの内容を読み出すことができます。WRを”
H”にして、M0を”L”にします（図3を参照）。RDの”L”パル
スにより、シーケンサの最初のロケーションの内容が7本
のステータスワード出力ピン（S6～S0）に出力されます。
、LTCとLTはリニアテクノロジー社の登録商標です。
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図2．シーケンサへの書き込み
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図3．シーケンサからの読み出し

STEP
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

INPUT
A
B
C
A
B
D
A
B
C
A
B
E

DIFF
0
0
1
0
0
1
0
0
1
0
0
1

A2
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
1

A1
0
0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
1

A0
0
1
0
0
1
0
0
1
0
0
1
0

UNI/BIP
0
0
1
0
0
1
0
0
1
0
0
0

PGA
1
0
1
1
0
0
1
0
1
1
0
1

+INPUT
PIN
CH0
CH1
CH2
CH0
CH1
CH4
CH0
CH1
CH2
CH0
CH1
CH6

–INPUT
PIN
COM
COM
CH3
COM
COM
CH5
COM
COM
CH3
COM
COM
CH7

INPUT
RANGE (V)
0 TO 4.096
0 TO 2.048

±2.048
0 TO 4.096
0 TO 2.048

±1.024
0 TO 4.096
0 TO 2.048

±2.048
0 TO 4.096
0 TO 2.048
1 TO 3.048

MEMORY
LOCATION

0000
0001
0010
0011
0100
0101
0110
0111
1000
1001
1010
1011

表1．12ステップのシーケンスにより、入力Aと入力
Bに対しては416ksps、入力Cに対しては208ksps、
入力DとEに対しては104kspsの実効サンプリング・
レートがそれぞれ与えられる
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図4．シーケンサの実行

WRの立上がりエッジにより、データがシーケンサ
にラッチされ、ポインタがインクリメントされる

RDの立上がりエッジにより、出力ピンはハイ・インピーダ
ンス状態に戻り、次のロケーションに進みます。後に続く
RDの”L”パルスにより、16のすべてのロケーションから順
に読み出しが行われます。S0ピンがロジック1になり、
シーケンスの最後のロケーションであることが示されます。

シーケンサの実行
M0ピンを”H”にして、ポインタをロケーション0000にリ
セットします（図4を参照）。LTC1851はそのロケーション
に格納されている構成設定にしたがって入力信号の収集を
開始します。CONVSTの立下りエッジによって入力がサン
プリングされ、変換が始まります。変換後、LTC1851は
ロケーション0001に格納されている構成設定にしたがっ
て次の入力の収集を開始し、12ビットのデータ出力ワード
（D11～D0）および4ビットのマルチプレクサ・アドレス
（DIFFOUT、A2OUT、A1OUT、A0OUT）がデータ出力ピンに
出力されます。（12ビットの出力ワードは、入力がユニ

ポーラかバイポーラかにしたがって自動的にフォーマット
が切り替わります。）プログラムされた最後のロケーション
に到達すると、シーケンサはロケーション0000から再度
開始します。シーケンサのメモリに格納されたプログラム
は、デバイスに電力が連続して供給されているかぎり保持
されます。

まとめ
LTC1851を使うと、マルチ入力の連続変換が大幅に簡素
化されます。このデバイスはプログラム可能で、多様な入
力を処理し、チャネル選択と入力構成設定を自動化するこ
とができます。詳細については、Linear Technologyマガ
ジンの2001年11月号またはLTC1851のデータシートを参
照してください。

RDの立下りエッジによってデータ出力が有効になり、立上りエッ
ジによって出力が無効になり、ポインタがインクリメントされる

M1またはM0のどのエッジでも、シーケンサの
ポインタがリセットされる
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